
整理番号
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図面番号１０４
到達部施工ヤードの仮囲いの高さや仕様をご教授下さい。

囲い高さは３ｍです。
仕様については、三重県県土整備部「積算基準（共通編）」（平成
29年7月制定）第5章仮設工⑬-1仮囲い設置・撤去工の適用範囲
と仮囲い概念図を参考にしてください。

管路　管きょ工（シールド）　一次覆工　セグメント　シール材の数
量39,431mは全周１条貼りの数量と考えます。セグメント構造図で
は全周２条貼りとなっておりますので２倍の数量が必要となります
が、設計変更の対象と考えて宜しいでしょうか。ご教示願います。

セグメントシール材は全周貼りで、セグメントの内側、外側の２条
貼り付けのため、質問のとおり２倍の数量が必要となりますので、
設計変更の対象とします。

前回(H30.02.09公告)の質問回答は、今回(H30.07.09公告)も適用
できると考えてよろしいでしょうか。

適用できません。質問回答書は契約図書となるため、前回と同様
の質問内容であっても質問書を提出してください。

取込口（阿瀬知‐9）において昼夜作業は可能でしょうか。
昼間施工を標準としています。作業ヤードが浜田小学校敷地内で
あるため、夜間施工については、学校関係者及び地元自治会との
協議によります。

特記仕様書　一般事項　第４　施工時間
泥土圧式シールド一次覆工は昼夜間２交替の１６時間施工とあり
ますが、具体的な施工時間は８時から１７時（休憩１時間）、２０時
から５時（休憩１時間）の１６時間との理解でよろしいでしょうか。

よろしいです。

質疑（応答記録）

質　疑　事　項 回　答

工事名（件名）　：　浜田通り貯留管築造工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公告№　：　№G017　　　 公告日　：平成30年7月9日
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整理番号

質疑（応答記録）

質　疑　事　項 回　答

工事名（件名）　：　浜田通り貯留管築造工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公告№　：　№G017　　　 公告日　：平成30年7月9日

6

7

8

9

10

本件工事に適用される工事請負契約書ならびに契約約款は、「四
日市市工事執行規則及び四日市市工事執行規定の施行に関し
必要な書類の様式を定める要綱（５）工事請負契約書及びその条
項」となるとの理解でよろしいでしょうか。

よろしいです。

管路　管きょ工（シールド）　一次覆工　発生土処理の数量
19,880m3には、添加剤が含まれていないと考えます。増加数量に
ついては設計変更の対象と考えて宜しいでしょうか。ご教示願いま
す。

変更対象となります。

特記仕様書　一般事項　第２　残土処理
残土処理場として指定されている旧泊山浄化センターは、搬入可
能な土質および搬入時間を教えてください。

第３種建設発生土程度の残土を想定しております。
また、搬入時間に制限はありませんが、近隣住民への影響を考慮
し、8：30～17：00を標準とします。

特記仕様書　一般事項　第６　工事用地
阿瀬知‐９立坑は施工可能時間が、休校期間（春休み、夏休み、
冬休み）となっていますが、それぞれ何日から何日ですか。

四日市市立小中学校管理規則では春休み（学年始休業日及び学
年末休業日）は3月26日～4月5日、夏休み（夏季休業日）は7月21
日～8月31日、冬休み（冬季休業日）は12月24日～翌年1月7日と
しています。

セグメント構造図よりボルトボックスの充填（閉塞）が必要と考えま
すが、設計変更の対象若しくは次期工事での施工と考えて宜しい
でしょうか。また、本工事での施工となりますとその施工日数は工
期に反映されておりますでしょうか。ご教示願います。

次期工事での施工と考えており、本工事対象外です。
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整理番号

質疑（応答記録）

質　疑　事　項 回　答

工事名（件名）　：　浜田通り貯留管築造工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公告№　：　№G017　　　 公告日　：平成30年7月9日
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『四日市市総合評価方式試行ガイドライン‐１．総合評価方式の概
要‐（６）評価内容・評価基準、評価点に定められております地元業
者施工率（以下、「地元業者施工率」といいます。）』に関しまして、
「下請契約の種別（工事・物品納入・賃貸・運送等）」についての対
象有無及び対象となる計算方法等をご教示願います。

下請契約の種別での対象の有無はありません。請負金額の中で
市内本店業者（元請及び一次下請）の請負金額の割合を算定して
ください。

「地元業者施工率」に関しまして、『機械器具設置等の場合は、「機
器費」は算定対象外とし、「機器費」を除いた額で、地元業者施工
率を算定します。また、他の業種のおいても、工事ごとに対象外と
する工種を設定する場合があります。』とありますが、「建設業法上
の機械器具設置工事業を対象とする特例であり、本工事について
は対象とならない」ということで宜しいでしょうか。また、「工事ごと
に対象外とする工種の設定」についてご教示願います。

本工事については、対象となりません。工事ごとに対象外とする工
種の設定については、工事ごとに内容を総合的に判断して設定し
ます。

「特記仕様書（一般事項・第８）及び（施工条件明示一覧表・工程管
理）の記載を踏まえると、鉄道営業線横断関連工事や、電気、電
話線等のインフラ支障移転工事を実施する際、受注者は、各事業
者と工事中の管理方法等に関する協議を行い、各事業者より提示
された施工条件に従い施工しなければならないものと認識してお
りますが、各事業者の指示に起因する工事費の増加につきまして
は、上記質疑の契約書類が使用されることを前提に、「第１８条
（条件変更等）」に基づき貴市にご精算いただけるとの理解で宜し
いでしょうか。

各事業者との協議に伴い発生する費用については、監督職員と別
途協議を行い必要に応じて追加計上を行いますが、施工条件に
よっては発注者が直接各事業者へ費用負担する場合があります。

各年度における工事代金額のお支払限度額並びに部分払いの請
求可能回数についてご教示願います。

公告とともに「債務負担行為について」として、予定価格に基づい
て各年度の出来高予定額を示しておりますので、そちらを参考に
してください。部分払いの請求回数は四日市市契約施行規則第34
条に定める回数を工期内で請求することができます。
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整理番号

質疑（応答記録）

質　疑　事　項 回　答

工事名（件名）　：　浜田通り貯留管築造工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公告№　：　№G017　　　 公告日　：平成30年7月9日
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「地元業者施工率」に関しまして、「発注時の地域要件、工法、業
種等により率を変更する場合があります」について、本件工事は、
どのような基準で適用されるのかご教示願います。

本件工事については、地元業者施工率は８０％以上であれば加点
となります。

ボーリング位置図、地層推定断面図、ボーリング柱状図、各地点
の試験結果一覧について、下水建設課にて閲覧対応します。その
他の報告書内容については、行政情報開示請求にて対応します。
なお、閲覧は平日8:30～17:15に限ります。

工事計画で用いた地質報告書をご提示願います。

工期内に工程・用地調整が必要となる関連工事はありますか。ご
教示願います。

現時点では、当工事の期間中に同一の作業ヤードを使用する別
工事はありません。

各立坑の数量計算書及び構造計算書をご提示願います。
図面番号37～95及び参考数量書第0012号明細表～第0018号明
細表また関連する単価表を参考にしてください。

セグメントの数量計算書及び構造計算書をご提示願います。
図面番号21～32及び参考数量書第0001号明細表の第0003号単
価表を参考にしてください。

地盤改良工の数量計算書及び仮設計算書をご提示願います。
図面番号96～99及び参考数量書第0019号明細表また関連する単
価表、特記仕様書「一般事項」第15薬液注入工を参考にしてくださ
い。

技術資料に記述する文字の書体を変更することは可能でしょう
か。

書体の変更は可能です。
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整理番号

質疑（応答記録）

質　疑　事　項 回　答

工事名（件名）　：　浜田通り貯留管築造工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公告№　：　№G017　　　 公告日　：平成30年7月9日
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特記仕様書第6に、工事用地の記載があります。阿瀬知-9立坑は
「小学校内の休校期間(春休み、夏休み、冬休み）のみとする。」と
ありますが、校内を使用しない薬液注入作業（図面番号：110）につ
いて、休校期間外での施工は可能でしょうか。

可能です。

特記仕様書(シールドマシンの製作と検査)第6製作(2)に、「指示さ
れた工程」とあります。製作工程をご提示願います。

製作工程については、シールド発進に間に合うように製作してくだ
さい。

第0018号明細表　鋼製ケーシング式土留工及び土工の土砂等運
搬が土砂(岩塊・玉石混り土含む)となっています。水中掘削した数
量はどこに含めるかご提示願います。

設計では、第0018号明細表の土砂等運搬に含まれています。

「特記仕様書」7、計測管理工で計測管理項目として傾斜、沈下
量、刃口反力、周面摩擦等があげられていますが設計内訳書内
には標記がなく、仕様・数量が不明です。ご教示頂けますでしょう
か。

特記仕様書【ニューマチックケーソン立坑築造工】第７計測管理工
（４）のとおり、安全費の安全設備費にガス濃度（O2、H2S、CH4）、
技術管理費の地盤変位計測費にケーソン傾斜・沈下量・作業室気
圧の計測管理を計上しております。刃口反力・周面摩擦力等の計
測管理については、監督職員と別途協議を行い必要に応じて追加
計上を行います。
数量は各１台で、仕様は参考資料１～４に記載の計測器同等品以
上とします。ただし、施工規模、構造物の重要度等、施工条件に応
じたものにしてください。

メタンガスの発生が懸念される(ボーリング調査の結果からメタン
ガスの溶存が確認された箇所)はどの地点でしょうか。

平面図記載のボーリングＮｏ．１、２、７の３地点で確認されていま
す。詳細については各地点の試験結果一覧を下水建設課にて閲
覧可能です。なお、閲覧は平日8:30～17:15に限ります。
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整理番号

質疑（応答記録）

質　疑　事　項 回　答

工事名（件名）　：　浜田通り貯留管築造工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公告№　：　№G017　　　 公告日　：平成30年7月9日
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31

「特記仕様書(一般事項・第８)及び(施工条件明示一覧表・工程管
理)の記載を踏まえると、鉄道営業線横断関連工事や、電気、電話
線等のインフラ支障移転工事を実施する際、受注者は、各事業者
と工事中の管理方法等に関する協議を行い、各事業者より提示さ
れた施工条件に従い施工しなければならないものと認識しており
ますが、各事業者の指示に起因する工事費の増加につきまして
は、上記質疑の契約書類が使用されることを前提に、「第１８条(条
件変更等)」に基づき貴市にご精算いただけるとの理解で宜しいで
しょうか。

各事業者との協議に伴い発生する費用については、監督職員と別
途協議を行い必要に応じて追加計上を行いますが、施工条件に
よっては発注者が直接各事業者へ費用負担する場合があります。

ｼｰﾙﾄﾞ工は掘削残土は産廃と考えてよろしいでしょうか。
設計では泥土（産業廃棄物）として計上しております。ただし、実施
においては特記仕様書のシールド工第４「シールド残土・汚泥処
分」に記載のとおりとする。

発進立坑工、阿瀬知6立坑工、阿瀬知9立坑工の掘削残土は、一
般残土として処理すると考えてよろしいでしょうか。

発進立坑工と阿瀬知9立坑工の掘削残土は一般残土として計上し
ています。阿瀬知6立坑工の掘削残土は陸掘り部が一般残土で水
中掘り部が泥土（産業廃棄物）として計上しています。

仮組セグメントは本設セグメントを流用すると考えてよろしいでしょ
うか。

よろしいです。

工事仕様書「ニューマチックケーソン立坑築造工」
第３掘削沈下（３）標準案の沈下関係図をご教示ください。

参考資料９のとおりです。
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整理番号

質疑（応答記録）

質　疑　事　項 回　答

工事名（件名）　：　浜田通り貯留管築造工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公告№　：　№G017　　　 公告日　：平成30年7月9日

32
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35

工事仕様書「ニューマチックケーソン立坑築造工」
第３掘削沈下（４）周辺の隣接構造物に対する変位の許容値をご
教示ください。また、標準案でケーソンを沈設させた場合の隣接構
造物の予測変位量についてご教示ください。

周辺の隣接構造物に対する予測変位量の解析は行っておりませ
ん。ただし、工事契約後、各基準書や参考文献をもとに相互協議
します。

工事仕様書「ニューマチックケーソン立坑築造工」
第７計測管理工（１）（４）情報化施工システムによる計測管理の標
準案（計測器の設置位置と数）についてご教示ください。

参考資料５～８のとおりです。

技術資料作成上の留意事項で「オ．その他留意事項～文字数は、
合わせて最大1200字程度を目安に1ページで記述し、提出してくだ
さい。評価は1ページについてのみ行います。・記述する文字の大
きさは、11ポイント程度にしてください。」と記載されていますが、
「評価項目」様式6、7ページの設定で75％の縮小設定となっており
ます。そのままの設定で印刷しますと11ポイント×75％≒8ポイント
の1500字程度となりますが、そのままの設定で印刷するのか、印
刷後を11ポイント1200字程度に修正するのかご教授お願いしま
す。

印刷後のものが11ポイント1200字程度になるようにしてください。

本件工事に適用される工事請負契約書ならびに契約約款は「四
日市市工事執行規則及び四日市市工事執行規程の施行に関し
必要な書類の様式を定める要綱（５）工事請負契約書及びその条
項」となるとの理解でよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。
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整理番号

質疑（応答記録）

質　疑　事　項 回　答

工事名（件名）　：　浜田通り貯留管築造工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公告№　：　№G017　　　 公告日　：平成30年7月9日

36

37

38

39

40

発進立坑　土留工用鋼矢板Ⅲw型L=23.0m（第13号明細表、第67
号単価表、図面番号69）について、1枚当たりの継ぎ箇所数をご教
示ください。
また、継に必要な部材・労務（手間）は何処に計上されているかご
教示ください。

継ぎ箇所数は、1箇所/枚です。
第0036号施工単価表に労務費は継ぎ施工の補正で計上してお
り、部材は同施工単価表の継施工費に計上しています。

図面番号37、79に記載の直接切削璧は、設計内訳書の何処に計
上されているのかご教示ください。
また、切削されたチップの産廃処理費・運搬費は何処に計上され
ているのかご教示ください。

第0026号単価表の鏡切工で材・工ともに計上しています。産廃処
理費・運搬費については同単価表にて計上しておりますが、積算
上はコンクリート扱いとしていますので、材質・処理方法に応じて
設計変更を行います。

水中コンクリート用不分離剤が、鋼製ケーシング底盤コンクリート
（第18号明細書、第267･268号単価表）には計上されていますが、
アーバンリング用水中コンクリート（第16号明細書、第223号単価
表）には計上されていません。アーバンリング用水中コンクリートに
も水中不分離剤を含むのかご教示ください。

アーバンリング工法積算資料より、アーバンリング内径がφ6.0m
以下のため、アーバンリング用水中コンクリートには水中不分離剤
を計上しておりません。

阿瀬知-6アーバンリング立坑　鏡切り工（第9号明細書）に鋼矢板
Ⅲ型が記載されていますが、アーバンリングの誤記でしょうか。ご
教示ください。

積算上、鋼矢板Ⅲ型の鏡切工の施工歩掛を代用しています。

シールド用コンクリートセグメント等（図面番号21等）にコーキング
溝の明示がありませんが、コーキングは必要ないと判断して良い
のでしょうか。ご教示ください。

セグメントシール材を内側、外側に配置しているため、コーキング
は必要無いと判断しています。ただし、現場状況により必要とする
場合は監督職員と別途協議を行います。
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整理番号

質疑（応答記録）

質　疑　事　項 回　答

工事名（件名）　：　浜田通り貯留管築造工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公告№　：　№G017　　　 公告日　：平成30年7月9日

41

42

43

44

45

特記仕様書：一般事項　第4施工時間に「一次覆工は昼夜2交替の
24時間施工」と記載されていますが、「昼夜2交替の16時間施工」
の誤記でしょうか。ご教示ください。

特記仕様書：一般事項　第4施工時間のとおり「昼夜2交替の16時
間施工」であり、昼夜2交替で実働16時間、休憩2時間、掘進管理
のための測量等の作業6時間の24時間施工と考えております。

特記仕様書：シールド工　第4シールド残土・汚泥処分に「シールド
残土は積算上汚泥としている」と記載がありますが、運搬するダン
プはコンテナ式のダンプを計上しているのかご教示ください。

積算では、汚泥吸排車による運搬を計上しています。

特記仕様書：ニューマチックケーソン立坑築造工　に「防爆対策」
の記載がありませんが、必要ないと判断してよろしいのでしょう
か。ご教示ください。

設計上は、地中で検出されたメタンガスは地下水へ溶存したガス
のため、圧気した函内に可燃性ガスが充満する危険性は無いと判
断しています。

参考数量表：発進立坑付帯工記載の撤去工（第0317号単価表）の
各品目は、保管せずに全て産廃処理、原形復旧無し、と考えて宜
しいでしょうか。また、その場合の処理費用は何処に計上されてい
るのかご教示ください。

図面番号113番に記載のコンクリート撤去工を除き、再利用を予定
しているため作業ヤードに仮置きします。今回の工事で原形復旧
は行いません。

参考数量表：発進立坑付帯工記載の樹木工（第0329号単価表）の
移植品目は、何処に移植するのかご教示ください。また、枯れ補
償が必要かご教示ください。

同一公園内での移植を予定しています。枯れ補償は必要ありませ
ん。
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46

47

48

49

50

参考数量表：阿瀬知-6付帯工記載の撤去工（第0342号単価表）の
各品目は、保管せずに全て産廃処理、原形復旧無し、と考えて宜
しいでしょうか。また、その場合の処理費用は何処に計上されてい
るのかご教示ください。

再利用を予定しているため作業ヤードに仮置きします。今回の工
事で原形復旧は行いません。

参考数量表：阿瀬知-9付帯工記載の撤去工（第0353号単価表）の
各品目は、保管せずに全て産廃処理、原形復旧無し、と考えて宜
しいでしょうか。また、その場合の処理費用は何処に計上されてい
るのかご教示ください。

再利用を予定しているため作業ヤードに仮置きします。今回の工
事で原形復旧は行いません。

設計内訳書（立坑工<阿瀬知-6>）のアーバンリング仮設工及び、
（立坑工<阿瀬知-9>の鋼製ケーシング土留工及び土工に各立坑
の仮設昇降設備が計上されていませんが、計上箇所をご教示くだ
さい。

計上していません。ただし、監督職員と別途協議を行い、必要とす
る場合は追加計上を行います。

特記仕様書【ニューマチックケーソン立坑築造工】第4　沈下促進
（１）に、「既設水処理施設」とあります。場所と規模をご提示願いま
す。

特記仕様書【ニューマチックケーソン立坑築造工】第4　沈下促進
（１）のとおり日永浄化センターを予定しています。

図面番号79「直接切削壁配置図」で表示されている「素材：FFU相
当品が④参考数量書において、材料費及び取付費が計上されて
いません。計上されている場合は、いずれの工種に計上されてい
るかご教示願います。

第0026号単価表の鏡切工で材・工ともに計上しています。
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51

52

53

54

シールド工セグメントシール材の数量39,431mはセグメント目地の
数量を示していると考えます。セグメントシールを全周張りとした場
合、2倍の数量となりますが、変更対象と考えてよろしいでしょう
か。

セグメントシール材は全周貼りで、セグメントの内側、外側の２条
貼り付けのため、質問のとおり２倍の数量が必要となりますので、
設計変更の対象とします。

シールド工発生土処理数量の19,880m3には添加材数量が含まれ
ていないと考えます。発生土処理数量の増加分については変更対
象となるのでしょうか。

変更対象となります。

設計図37
初期構築は①ロッドのみと考えて宜しいですか。

初期構築は、①ロット（刃先2.3m＋底版2.7m）のみとし計画してお
ります。工程計画等により、必要と考えられる場合は、監督職員と
別途協議を行います。

ニューマチックケーソン躯体工における足場工において、外足場
架台工は計上されていますでしょうか、ご教示願います。

計上していません。ただし、監督職員と別途協議を行い、必要とす
る場合は追加計上を行います。
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55

56

57

58

59 カラー印刷されます。
技術提案書はカラー印刷されるのでしょうか。モノクロ印刷される
のでしょうか。ご教示願います。

設計図41
釜場（矩形）の開口補強鉄筋は、主筋と並行方向（縦横方向）のみ
に配置されています。斜め45°方向の補強鉄筋は必要ないでしょ
うか。

釜場の開口補強は、底版端部に位置し、円周＋放射方向の配筋
と、格子状配筋が接続する区間となります。このため、多方向の配
筋が密に配置されていることから、補強鉄筋の配置は並行方向と
し出来るだけシンプルに構成しています。斜め45°方向の配筋
は、角部のひび割れ用心の意味合いと思いますが、放射方向の
配筋が兼ねていると考えています。

設計図96,97,99
発進部・到達部・接続管部の各地盤改良ですが、シルト地盤に対
してもダブルパッカー工法で宜しいですか。

発進部・到達部・接続管部の地盤改良は、止水を主な目的として
おります。これに対し、対象のシルト地盤は、土質試験より粘着力
200kN/m2以上が確認されている粘性が強い地盤のため、改良不
要な地盤となりますが、一部に砂層を薄く挟む不均質な土層のた
め、ダブルパッカー工法にて、不均質な砂層に薬液を注入し水み
ちを防ぐことを考えております。

設計図38
刃口内側の斜め鉄筋ですが、刃口外側の鉛直鉄筋にあわせて
D32とする必要はないでしょうか。

刃口の構造は、施工時の外圧に対し、片持ちの構造となり、刃口
外側に引っ張り力が生じます。このため、外側に計算結果より、Ｄ
32を配置し、内側には配力筋程度を配置しております。

設計図41,42
円形のシャフト周りの開口補強鉄筋は、斜め45°方向のみに配置
されています。主筋と並行方向（縦横方向）の補強鉄筋は必要な
いでしょうか。

円形のシャフトの開口補強は、開口により不足する鉄筋量を斜方
向の開口補強鉄筋により補っております。井桁方向への補強鉄筋
の配置も可能ですが、底版上面は125ピッチの密な配筋となるた
め、補強鉄筋の配置は斜め方向のみとし出来るだけシンプルに構
成しています。
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